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沖縄群島および奄美群島に産するミバエ科

比c"s属の亜属および種の簡易同定法

照屋匡・田尾政博・西村真

(沖縄県農業試験場）（農林水産省那覇植物防疫事務所）（沖縄県農林水産部ミバエ対策事業所）

＊＊＊拝＊

TadashiTERuYA,MasahiroTAoandMakotoNIsHIMuRA：Apracticaltableto

identifysubgenusandspecieso(ｇｅｎｕｓＤａｃ"s(Diptera：Tephritidae)ｆｒｏｍthe

RyukyulslesJapan

１．はじめに 斑紋などミカンコミバエに酷似するが，分類学上は亜属

のレベルで異なる。にもかかわらずその同定に手間どっ

た大きな理由の１つは，日本語で書かれた検索のための

適当な手引きがなかったためである。

そこで筆者らは，当面する有害ミバエ類防除と関連す

る，沖縄群島および奄美群島に産するmms属の亜属お

よび種の簡易同定法の作成を試みた。

本文に入るに先だち，本稿のご校閲をいただいた沖縄

県農業試験場志賀正和博士，形態用語等について多大な

ご助言をいただいた久留米大学上宮健吉博士，同定表作

成に必要な文献やご助言をいただいた農林水産省横浜植

物防疫所一戸文彦氏，標本および資料の貸与を快諾され

たｉ１ＩＩ縄県農林水産部ミエ対策事業所金城常雄・石原博一

の両氏および農林水産省那覇植物防疫事務所の関係各位

に厚く感謝の意を表する。

前報（田尾．照屋，1984）で述べたように，1982年か

ら開始された宮古群島および八重山群島のメチルオイゲ

ノール剤を用いた雄陸去法によるミカンコミバエ(Ｄ`Jcws

(ＢａｃｂＷｅｍＭｍα/ｉｓ)の根絶防除の効果確認調査の過程で

，リュウキュウガキミバエ(DcJc"s(BacZrocerz7)ｓｐ）とスズ

メウリミバエ(DczczJs(Zez`gMJc"s)ｓｐ）がトラップ調査

と果実調査で，またテリハボクミバエ（nJc"s(Ｇｙｍ"｡、

dhc"s)ん""iyOsAii）が果実調査で発見された。前２者は

ミカンコミバエやウリミバエ（DzzC"Ｓ（Zcz4gMzcns）

CHCHr6iZzJe）などの沖縄群島や奄美群島に産するＤ`Jcz(s属

の種（SHIRAKI,1968）との識別は比較的容易であった。

一方，テリハポクミバエは1953年に国吉清保氏により西

表島で採集された雄２頭のみで新種として記載されては

いた（SHIRAKI,1968）が，今回30年ぶりに再発見され

るまでは，文献上で知り得るのみであった。この種はミ

カンコミバエと酷似し，顕微鏡下で注意深く観察しなけ

れば識別は困難である。それゆえ多良間島や黒島のテリ

ハポク（０Ｊ”/by//"、"qpﾉＭ"ｍＬ）の果実から採集さ

れたミバエが，当初「ミカンコミバエ」と混同されたの

もやむえないことであった。テリハポクミバエは色彩や

2．ミバエ科（Diptera：Tephritidae）の

特徴および分類

ミバエ科の重要な特徴は，第２前縁脈に２つの切れ目

があり，第２前縁室に短く細い亜前縁脈があること（図

５に矢印と下線で示す）である（ＤＲＥｗ，1978)。

ミバエ科はミバエ亜科（Dacinae)，ハマダラミバエ

亜科（Tripetinaeハケブカミバエ亜科（Tephritinae)，

およびナギナタミバエ亜科（Schistopterinae）の４亜

科に大別され，それぞれ３族（Tribe)，９族，６族，

および１族に分けられる。助CWS属はミバエ亜科の３族

（DacinLAdraminiおよびPhytalmiini）のうちDacini

に属する（小泉，1982)。

＊FruitFIiesLaboratoryOkinawaPre(ectural

AgriculturalExperimentStation4-222Sakiyama‐

choNaha903Japan

＊＊NahaPlantProtectionStation、２－ｌｌ－ｌＭｉｎａ

ｔｏ－ｍａｃｈｉＮａｈａ９００Ｊａｐａｎ

＊＊＊FruitFlyEradicationProjectO((iceAgricullu‐

raLForestry&FisheriesDepartmento（OkinawaPre-

[ecturalGoverment」２３MajiNaha902Japan

3．同定表の用語および使用方法
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ここで用いるＤ`zc"s属の索引（key）や分類に関係の

ある形態用語(図１～８）は主としてＤＲＥｗ（1972,1978）

に従ったが，それらに記載のない部分は，他の文献から

の引用や筆者らが観察して得た知見で補足した。またそ

れらに関する日本語の名称は素木（1954,1962）によっ

た。

同一部位の形質を比較する索引はひとまとめにした。

しかし同一部位の形質が番号の異なる索引にまたがる場

合にはそれらの番号を同定表に併記した。同定表では，

横列に各々の種の各部位の特徴を示す索引番号を並べ，

縦列には各々の亜属もしくは種間の相当する部位の形質

の索引番号を並べた。したがって，この同定表では亜属

間もしくは種間の形質の共通点や相異点が一目で分か

る。また何らかの理由で，ある部位の観察が困難もしく

は不能であっても，多くの場合，その他の部位の検討で

同定が可能である。

索引番号の１はこの同定表に掲載された亜属に共通の

形質ではあるが，他の亜属との識別には重要な特徴であ

る。
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図１．ミバエ亜科の頭部前面
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図２．ミバエ亜科の頭部側面
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図３．ミバエ亜科の胸部背面
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図４．ミバエ亜科の胸部側面
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図５．ミバエ亜科の翅
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図６．ミバエ亜科の腹部背面
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図７．雄の第５腹板（AbdominaIsterniteV）の背面図

（a)後縁で深く凹む例，DCzczJs(Bacrmcem)moJbce"sis；

（b)後縁でわずかに凹む例，DCJc“(ZCz`gDdtzc"s)ｃ"c"７６〃．

前葉Anterio

後葉Posteriorlobe
－－￣￣

－－－￣

前葉Anteriorlobe 後葉Posteriorlobe

図８．雄の交尾器節の側面図

（a)上尾突起（surstylus）の後葉（posteriorlobe）の短い例，

（b)上尾突起後葉の長い例，mc"s(Ｚ“gMuc"s)“c姉iｔａｅ

Dacws(Ｂａｃｔ７０歴mMzoJcce"szs；
●
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索引（key）

１上額眼縁鰊毛（s・or.）は１対，前翅背鰊毛（ａｓａ）

があり，肩瘤練毛（ｈｍ）はない。

２８の上尾突起の後葉は長く（前葉のすくなくとも６

倍，図８－ｂ)，第５腹板は後縁でわずかに凹む（図

７－ｂ）。

３８の上尾突起の後葉は短く（前葉より，最大で２倍

程度，図８－ａ）第５腹板は後縁で深く凹む（図７

－ａ）。

４小楯板練毛（Ｓｃ）は１対。

５小楯板練毛（Ｓｃ）は２対。

６小楯板前鰊毛（prsc）なし。

７小楯板前練毛（prsc）あり。

８８の腹部第３背板にまつ毛状縁毛（pecten）なし。

９８の腹部第３背板にまつ毛状縁毛（pecten）あり。

１０中胸背に横線後側縦帯なし。

１１中胸背に短い横線後側縦帯あり（上方psa､までの

２／３で終わる)。

１２中胸背の横線後側縦帯あり（上方ｐｓａもしくはそ

れを越えて終わる)。

１３中胸背に横線後側縦帯と後縁がぼやけた横線後中央

縦帯あり。

１４中胸背に横線後側縦帯および輪郭の明瞭な横線後中

央縦帯あり。

１５小楯板は全面黄色，もしくは淡黄色。

１６小楯板の先端部に黒斑あり，他は黄色。

小楯板の基部に黒斑あり，他は黄色。

額眼縁鰊毛基部に黒紋なし。

額眼縁鰊毛基部に淡い黒紋あり。

額眼縁鰊毛基部に黒紋が顕著。

ｉ－ｍ横脈上に斑紋なし。

ｉ－ｍ横脈上に斑紋あるがｍｌ＋２脈を越えない。

ｉ－ｍ横脈上にある斑紋はｍｌ＋２脈を越えず，

ｒ－ｍ横脈上にわずかに斑紋あり。

ｉ－ｍ横脈上にある斑紋はｍｌ＋２脈を越え，ｒ－

ｍ横脈上にも顕著な斑紋あり。

肘瞥紋は瞥室の伸展部先端を越えない。

肘瞥紋は臂室よりも幅広く，伸展部先端を越える。

翅の臂室は小さく伸展部(Cu-anの横線)の長さは，

その先端から翅縁までのＣｕＡ＋1Ａ脈よりも短い。

翅の瞥室は大きく伸展部(Cu-anの横線)の長さは，

その先端から翅縁までのＣｕＡ＋1Ａ脈よりも長い。

前気門周辺部（肩瘤を除く）は黒色。

前気門周辺部（肩瘤を除く）は茶もしくは茶褐色。

早の産卵管は太くて短く，第５腹部背板の末端部に

おける産卵器の幅長は，背板末端部から産卵器先端

までの長さの約２倍以上かそれ以上である。

早の産卵管は細長く，第５腹部背板（もしくは第６）

の末端部における産卵器の幅長は，背板末端部から

産卵器先端までの長さとほぼ等しい。

７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
２
２
２
２

2４

２５

２６

２７

2８

2９

３０

３１

3２

同定表

索引番号学名和名

破線より左側は亜種の，右側は種の索引。

リュウキュウガキミバエやミカンバエの第５腹板の後縁の凹みはFig7-aと

Fig7-bの中間かもし<は後者に近く，Ｄｒｅｗ（1972）のように上尾突起(Fig8）

の長短と必ずしも対をなさない。

●
●

ａ
。
‐
、

テリハポクミバエDCzc"s(Gyl'0"Mzc皿s)Ｋ""jｗｓｈｉｉｌ３４７８９ '２１５１８２１２５２７２９３１

ミカンコミバエmczJs(Ｂａａｍｃｅｍ)dｂ７ＳａＪｊＳ ｌ３４７９，１２１５１８２１２５２７３０３１
１９

クスノキミバエazc"s(Ｂａａ７０ｃｅｍ)ﾉby`z/i""ｓ ｌ３４７９ 1１１６２０２１２５３０

リユウキユウガキミバエ比CHS(BaaroCe7ZZ)SＰｌ３６４７９１１０１７２０２１２６

ミカンコミバエDzc"S(71gtmdbc"s)Zs""CO"iｓ ｌ３６４６９１１４１５１９２１２５

ウリミバエＤ`zc"S(nZ4gMzc"s)cⅢC”6血C ｌ２４７９

５

ミスジミバエＤａｃ皿S(zezJgMzczｲS)Sc"te/ｍｍｓ ｌ２５７９

イシガキミバエDczc"S(zeZ4gMzc"s)isﾉijgzzhje"sｉｓｌ２５７９

スズメウリミバエDCJαｲs(Ｂａａｒｏ“、)SＰｌ２５７９

１４１５１８２２

１４１６２０２３

１４１６２０２４

１４１５１８２１

ヤエヤマミバエ、ＩＣ"S(ＲｚｍＺ幼c"s)ep【ｉｐａ"ぬ"ｓｌ２５６８’１２１５

カポチヤミバエＤａｃｚ`s(Ｈｚｍ血c"ｓＭｂｐ瘤s"ｓｌ２５７９ 1３１５

1８

１９

１８
１９

2１

２１
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